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理工学研究科 環境創造工学専攻 修士課程

理工学研究科環境創造工学専攻修士課程では、本学の立学の精神と本研究科の人材養成目的「幅広
い視野と高度な専門知識・技術を有し、創造性・国際性豊かな技術者・研究者の養成を目的とす
る。」に基づき、本課程において、２年以上在学し、必要な研究指導を受けた上で、修了に必要な
30単位以上を修得し、所定の修士論文の審査に合格した者に対して、修士（工学）の学位を授与し
ます。

①科学技術に対する社会の要請に対応できる高い倫理観をもった質の高い技術者・研究者である。
②環境問題の解決と問題発掘をはかり、協働して仕事を進めることができる高度な知的・専門的力
量を有する。
③高度な専門知識・技術を有し、生涯にわたり主体的に環境を創造できる能力に富み、環境に関す
る幅広い視野と国際的コミュニケーション能力を身につけている。

理工学研究科環境創造工学専攻修士課程では、本専攻の教育目標を理解し、学部または大学院（修
士・博士前期課程）の教育課程における学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人
を受入れます。

①大学卒業レベルの基礎学力、環境分野の高度な専門科目を学ぶために必要な基礎知識を有する。
②環境創造工学専攻での学習成果を社会で活かすという目的意識がある。
③大学院在学中だけでなく、修了後も、環境問題に多大な興味を持ち、専門性を活かしてその発展
や解決に寄与することで、修了後も学び続ける意欲がある。

理工学研究科環境創造工学専攻修士課程の教育課程では、本専攻の教育目標を達成し、学位授与方
針に示す能力を身につけさせるため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような
方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、環境創造工学の高度な専門知識及び幅広い関連分野の知識を修得させるた
め、エネルギー・資源循環学、環境共生学、人間活動環境学の３専修分野に特論、共通科目として
インターンシップ、英語科目等を配置する。これらの授業を通じて身につけた高度な知識および高
い倫理観に基づき、物事を深く捉え、公正に判断できるようにする。
②リサーチワークでは、環境創造工学を深く研究できるようにするため、各専修分野に研究指導科
目として特別演習・実験を配置し、研究倫理教育も含め、研究発表、学術論文作成、修士論文作成
等の指導を行う。この科目を通じ、深い思考能力と幅広い視野を修得し、自ら問題設定ができ、解
決する能力を養成する。
③コースワーク、リサーチワークともに少人数・双方向の授業体制により、実習、プレゼンテー
ション、研究発表等を積極的に取り入れ、能動的学修を促進する。この体制を通じ、生涯にわたる
学び、研究を継続する力、及び共同研究などの他者と交流するための国際的に通用するコミュニ
ケーション能力を身につける。
④シラバスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基づき、厳格な成績評価と単位認定を
行う。学位論文については、理工学研究科修士課程の学位論文審査基準に基づき、客観性を担保
し、厳格に審査する。また、学生の進路や関心等に基づき、指導教員により個別指導を行い、個々
の達成度と進路・関心に応じた学修を進めることができるようにする。




